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AWS Black Belt Online Seminarとは

• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、
アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社が提供するオンラインセミナー
シリーズです

• AWSの技術担当者が、AWSの各サービスやソリューションについてテーマご
とに動画を公開します

• 動画を一時停止・スキップすることで、興味がある分野・項目だけの聴講も
可能、スキマ時間の学習にもお役立ていただけます

• 以下のURLより、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます

• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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内容についての注意点

• 本資料では 2023 年 3 月時点のサービス内容および価格についてご説明して
います。最新の情報はAWS公式ウェブサイト(https://aws.amazon.com/)
にてご確認ください

• 資料作成には十分注意しておりますが、資料内の価格とAWS公式ウェブサイ
ト記載の価格に相違があった場合、AWS公式ウェブサイトの価格を優先とさ
せていただきます

• 価格は税抜表記となっています。日本居住者のお客様には別途消費税をご請
求させていただきます
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自己紹介

名前：平井 健治

所属：アマゾン ウェブ サービス ジャパン

ソリューションアーキテクト

流通小売業のお客様の技術支援を担当

経歴：データベース、データ活用に関するコンサルタント

好きなAWSサービス：Amazon S3、AWS Lambda、

Amazon Redshift
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本セミナーの対象者

Amazon Redshift をご利用予定の方、ご利用されている方

Amazon Redshift について深く学びたい方
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1. Amazon Redshift とは

2. Amazon Redshift を使ってみる

3. 自動化された運用タスク

4. モニタリングと性能改善

5. 利用者の増加に対処する

6. データ連携はどのように行うか

アジェンダ
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Amazon Redshift とは
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Amazon Redshift とは

DWH

BI

OLTP ERP CRM LOB デバイス ウェブ センサー ソーシャル

ビッグデータ処理
リアルタイム処理

機械学習

データレイク

Amazon Redshift

高速、スケーラブルで
費用対効果の高い

データウェアハウス
およびデータレイク

分析マネージドサービス

Amazon S3
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Amazon Redshift は 分析用クエリ実行に特化した RDBMS

Amazon

Redshift

JDBC/ODBC

リーダーノード

• クエリのエンドポイント

• クエリオプティマイザが
SQL 処理コードを生成し、
コンピュートノードに展開

コンピュートノード

• 高速ローカル SSD キャッシュ
＋大容量 RAM 搭載
＋広帯域ネットワーキング

• クエリの並列実行エンジン

広帯域ネットワーキング

マネージドストレージ

• Amazon Redshift 管理
Amazon S3 バケット

• データの永続ストレージ

Amazon Redshift 列指向

フォーマットデータ

分析ワークロードに特化
• 列指向ストレージ
• 並列分散処理
• PostgreSQL 互換の SQL

柔軟なクラスタ構成
• コンピュートノードの追加で処理能力をスケール
• マネージドストレージにより、データ量増大を

ノード追加なく対処可能

自動的にワークロードを最適化
• テーブルメンテナンスの自動化
• 分散、ソートキー、圧縮、マテリアライズド

ビューの自動設定
• クエリへのリソース割当を自動で最適化

追加の手動チューニングも可能
• 圧縮、分散、ソート、マテリアライズドビュー
• クエリの優先度設定
• チューニングのヒントは自動でアドバイス
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従来からの Provisioned 型に加え Serverless 型も利用可能

Amazon

Redshift

Serverless

JDBC/ODBC

シンプルで使いやすい
• DWH クラスターを管理することなくデータ分

析の実行やスケーリングが可能に

インテリジェントに自動でスケール
• 一貫した高速なパフォーマンスを提供するため

に、DWHの処理能力を自動的にプロビジョニン
グしスケーリングする

高度な機能・性能はそのまま
• Amazon Redshift の豊富な SQL の機能やデー

タレイクとのシームレスな統合、業界をリード
する価格パフォーマンスをそのまま利用できる

使った分だけの課金
• コンピュート料金はワークロードの継続時間に

応じて秒単位(*)でのお支払い、アイドル時間の
料金はかからない
(*) 60秒の最低料金あり
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アプリケーションを

Amazon Redshift Serverless 
endpoint へ接続すれば、
すぐに実行可能

Amazon Redshift SQL の
すべての機能が利用可能

広帯域ネットワーキング

Amazon Redshift 列指向

フォーマットデータ

マネージドストレージ

• Amazon Redshift 管理
Amazon S3 バケット

• データの永続ストレージ

10



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

参考）各種クエリサービスの使い分け

Amazon 
Athena

Amazon 
Redshift
Provisioned

簡易な処理

クエリスキャン量
（別途ストレージサービス使用料）

クラスタ稼働時間
(リザーブドインスタンス適応可能)

RMS ストレージ使用量
クエリスキャン量

（Spectrum 利用時）

低頻度または予測不能
ワークロード
(小〜中規模)

予測可能
ワークロード
(中〜超大規模)

最大 ra3.16xlarge 128 ノード

プロビジョニング
詳細なチューニング可

自動基盤管理

費用

用途

規模

Amazon 
Redshift
Serverless

ワークロード実行時間
RMS(*2) ストレージ使用量

簡易〜複雑な処理
（例：複数の結合やサブクエリ）

低頻度または予測不能
ワークロード
(小〜大規模)
最大 RPU(*1) 512

自動

簡易〜複雑な処理
（例：複数の結合やサブクエリ）

Serverless と Provisioned の比較についての詳細は以下ドキュメントを参照
https://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/mgmt/serverless-console-comparison.html

(*1) RPU : Redshift Proceccing Unit
(*2) RMS : Redshift Managed Storage
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Amazon Redshift を
使ってみる

12
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数クリックで手軽にスタート
Amazon Redshift Provisioned

• 1 画面の入力作業ですぐに起動

• ノード数やタイプは後から変更可能

Amazon Redshift Serverless

• デフォルトセッティングでサーバーレスエンド
ポイントを有効化してすぐに分析可能

• ノード数やタイプなど指定不要

13



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

ところで、何を選べば良い？

選定フロー

• 定常的なワークロードでコスト最適化したい
• ワークロード管理やクラスタ管理機能を使用して、

手動で詳細なチューニングを行いたい

まずは運用がシンプルな
Amazon Redshift Serverless を検討

Amazon Redshift Provisioned の
RA3 を検討

• データがそれほど多くない（例：未圧縮で1TB未満）
• とにかく性能が必要
• RA3 だけ利用可能な機能は使わなくて良い

Amazon Redshift Provisioned の
DC2 を検討

DC2 を選択する場合の注意点
• データ量の増加と共にノード追加が必要
• RA3 でだけ利用可能な機能がある

• AQUA（クエリ高速化機能）

• Data Sharing
• クロスAZクラスターリカバリー
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Amazon Redshift Provisioned のノードタイプ

• Amazon Redshift Provisioned の現行世代は、2つのノードファミリーそれぞれに2〜
3のサイズがあり、合計 5 タイプから選択可能

• ファミリーの違いは主にストレージの種類による
• RA3：マネージドストレージ & SSD キャッシュ

• DC2：SSD

vCPU メモリ ストレージ I/O
デフォルト
スライス数

ノード数
コンピュート

料金 (*1)
ストレージ
料金 (*1)

RA3 with Redshift Managed Storage(RMS) 

ra3.xlplus 4 32 GiB 32TB RMS 0.65 GB/s 2 2~16 (*2) $1.278 /h

$0.0261 
/GB-Month

ra3.4xlarge 12 96 GiB 128TB RMS 2.0 GB/s 4 2~32 (*2) $3.836 /h

ra3.16xlarge 48 384 GiB 128TB RMS 8.0 GB/s 16 2~128 $15.347 /h

DC2 - Dense Compute

dc2.large 2 15 GiB 0.16TB SSD 0.6 GB/s 2 1~32 $0.314 /h

dc2.8xlarge 32 244 GiB 2.56TB SSD 7.5 GB/s 16 2~128 $6.095 /h

ノード一覧：https://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/mgmt/working-with-clusters.html
*2 クラスター作成後、Elastic Resize により ra3.xlplusは 32ノード、ra3.4xlarge は 64ノードまで拡張可能です

*1 2023 年 3 月時点での東京リージョンのものです

Provisioned
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小さいサイズのノードタイプを選択する際の注意点

dc2.large や ra3.xlplus を選択する場合：

• リーダーノードのノードタイプは、コンピュートノードと同じ

• リーダーノードで実行される処理（同時実行ワークロードの制御、
クエリコンパイルなど）の負荷が高くなると、リーダーノードが
ボトルネックとなる可能性がある → その際は上のサイズへのス
ケールアップを検討する

• 特に dc2.large は搭載メモリ量が少ないため、同時接続数が多い
場合にもメモリ枯渇の可能性が出てくることに注意する

Provisioned
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管理コンソールからサイジング

実機検証でのサイジングに先立って初期サイジングの参考にできる

Provisioned

「選択のヘルプ」
をクリック

メインで溜まる
データが時系列の
履歴ならこちら

格納するデータと、
そのうちクエリに利
用するデータの期間

時系列データではない場合
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Amazon Redshiftにクエリしてみよう

• Amazon Redshiftへの主なアクセス手段
• 管理コンソール内の「クエリエディタ」

「クエリエディタ v2」

• Amazon Redshift RSQL

• Amazon Redshift ODBC/JDBCを利用した
アプリケーション

• Amazon Redshift Data API

• PostgreSQLへのアクセスをサポートした
アプリケーション(※)

• データベースへのアクセスにはデータベースユーザーを使う
• SQL文「CREATE USER」で作成

• SAML2.0準拠のシングルサインオン(SSO)にも対応

• 利用可能なプロバイダ：ADFS, Okta, PingFederate, Azure AD

※ PostgreSQLのみをサポートしているアプリケーションの場合、必ずしもAmazon Redshiftへの接続が保証されているわけではないことにご注意ください。

クエリエディタ v2
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すべてのデータを分析に活用
DWH にデータを簡単ロード

データをロードする
データベースを簡単に作成1 テーブルもGUIで簡単に作成2

ローカルのデータを直接ブラウズ
してロードすることが可能（※）3

※：クエリエディタ v2のアカウント設定で
S3 バッケットを指定しておく必要があります
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自動化された運用タスク

20
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一般的な DWH の運用タスク

• バックアップ

• リストア

• 監視 (システム/ワークロード)

• アクセス監査

• バージョンアップグレード

• キャパシティ管理

など
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一般的な DWH の運用タスク

• バックアップ

• リストア

• 監視 (システム/ワークロード)

• アクセス監査

• バージョンアップグレード

• キャパシティ管理

など

S3 への自動(*)/手動スナップショット

スナップショット/復旧ポイントからの復元

コンソールや CLI 経由で状況を確認

監査ログを S3 上に自動取得

定期的な自動アップグレード

厳密な管理は必ずしも必要ではない

(マネージドストレージで自動スケール)
(サーバーレスでコンピューティングが自動
スケール)

多くのタスクが自動化・簡易化される (*) サーバーレスは「復旧ポイン
ト」が作成される（詳細は後述）
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テーブルの物理設計やメンテナンスタスクが
機械学習ベースで自動的に最適化

物理データ配置やその最適化を
自動化

データやワークロードの増加に
応じてピーク性能を最適化

機械学習を活用し、変化する
ワークロードに適応

パフォーマンスチューニングの
自動化

Automatic 
sort keys

Automatic
vacuum 
delete

Automatic 
distribution keys 

Auto 
workload 
manager

Automatic 
table sort

Automatic column 
compression 

encoding

Auto refresh & rewrite 
Materialized Views

Auto Analyze
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Amazon Redshift の高速化の工夫（１）
ゾーンマップとソートキー

ゾーンマップ

• Amazon Redshiftはカラムごとに「ブロック」単
位でディスクにデータを格納。
１ブロック＝１MB

• ブロック内の最小値と最大値をメモリに保存

• 不要なブロックを読み飛ばすことが可能

10 | 13 | 14 | 26 |…

… | 100 | 245 | 324

375 | 393 | 417…

… 512 | 549 | 623

637 | 712 | 809 …

… | 834 | 921 | 959

10

324

375

623

637

959

ソートキー
• カラムのデータをあらかじめソートしておけば、ゾーンマップによる読み込

みブロックの絞り込みを効果的に行うことが可能
• クエリで頻繁に絞り込みを行う列をソートキーとして指定することで、デー

タロードやメンテナンス時にデータをソートしておくことができる
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Amazon Redshiftの高速化の工夫（２）
分散スタイル

同じキーは同じスライスへ 全てのデータを全ノードへ ラウンドロビンで均等分散

KEY

Node 1

Slice 

1

Slice 

2

Node 2

Slice 

3

Slice 

4

Node 1

Slice 

1

Slice 

2

Node 2

Slice 

3

Slice 

4

EVEN

ALL

Node 1

Slice 

1

Slice 

2

Node 2

Slice 

3

Slice 

4

• 通常は、全ノード・全スライス（並列処理の単位）にデータを均等に分散させ
ることで、並列処理を効率的に行い、クエリを高速に実行することが可能

• ただし、テーブルをJOINする場合は、ノード間でネットワークI/Oが多発して速
度が落ちる可能性がある

• JOINするレコード同士を同じノード内に置くことで、ネットワークI/Oを削減す
ることが可能
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自動テーブル最適化
• 自動テーブル最適化機能では、Amazon Redshiftがクエ

リとテーブルの利用状況を継続的に監視し、ソートキー
や分散キーがパフォーマンス向上に寄与すると判断する
と、それらを自動設定する

• ソートキーや分散スタイルを指定せずに新規作成された
テーブルでは、自動テーブル最適化はデフォルトで有効

• 自動テーブル最適化が適用されていないテーブルでも、
ALTER TABLE文であとから有効にすることが可能

Distribution Style

Sort Keys

ALTER TABLE table_name ALTER SORTKEY AUTO;
ALTER TABLE table_name ALTER DISTSTYLE AUTO;
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圧縮エンコードの自動管理

• 列の圧縮を行うことで、一度のディスクアクセスで読み込めるデータ量が多
くなり、速度の向上が見込める

• 圧縮のエンコード (アルゴリズム) が複数用意されており、
データ型やソーキー/非ソートキーに応じて自動選択される

• CREATE TABLE / ALTER TABLE で各列に明示選択/変更することも可能

301

610

列指向
カラムナーフォーマット

圧縮 ゾーンマップ
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Analyze の自動化

Analyze は、最適なクエリ実行計画
作成のために必要な、
テーブルの統計情報を更新する処理

テーブルデータの変化と
クエリの負荷状況に基づいて、
適切なタイミングで自動実行される

Amazon Redshift
Query planner

Table statistics Amazon Redshift Worker 
Thread Auto Analyze 
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Vacuum Delete の自動化

Vacuum Delete は Delete や Update
後の削除領域の解放を行う処理

テーブル内の削除済み行数と
クエリの負荷状況に基づいて、
適切なタイミングで自動実行される

Col1 Col2 Col3 Col1 Col2 Col3

Vacuum 
Delete
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テーブルソートの自動化

テーブルへのデータの追加・更新がされ続け
ると、テーブルの未ソート領域が次第に増え
ていくため、メンテナンスが必要となる

テーブル全体のソートは負荷が高いため、機
械学習によりソートが必要な部分を判断し、
ピンポイントでソートする。このため低負荷
でソートを実行可能

適切なタイミングで自動実行される

パフォーマンスやアクセスに影響なし

MIN: 01-MAR-2019

MAX: 31-MAR-2019 

MIN: 01-APRIL-2019

MAX: 30-APRIL-2019 

MIN: 01-MAY-2019

MAX: 31-MAY-2019 

MIN: 01-JUNE-2019

MAX: 30-JUNE-2019 

Sorted by date

Most accessed partition
30
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Amazon Redshiftの高速化の工夫（３）
ワークロード管理機能 (WLM: workload management)

• Amazon Redshift がクエリに対してどのようにリソース(メモリ/CPU/IO)
を割り当てるかを決定づけるしくみ

• クエリが実行されると、必ず待ち行列(キュー)にアサインされる。キュー
はデフォルトで用意されているが、別途作成して増やすことも可能で、ク
エリの種類(ユーザーグループ、クエリグループ)に応じてアサイン先を振
り分けることが可能

• クエリには、キューで利用可能なリソースセット(スロット)が割り当てら
れる。スロットが全て割り当てられたら、後続のクエリは実行待ちとなる

キュー

クエリ1

スロット

クエリ1に割り当てられたスロット
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ワークロード管理の自動化 – Auto WLM

• WLMでの複雑なリソース割当を、
Amazon Redshift が自動的に行う仕組み

• クラスター全体で柔軟にリソースを使用

• クエリの内容に応じて、割り当てるメモ
リを適切に調整

• クエリ単体のパフォーマンスとクエリの
同時実行数のバランスを自動的に最適化

クラスターの総メモリ : 40GB
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監視・パッチ適用の自動化

• モニタリング機能を内蔵

• GUI（マネジメントコンソール）

• API経由で操作も可能

• パッチ適用も自動的
• Provisioned：メンテナンスウィンド

ウでパッチ適用の時間帯を指定可能
• Serverless：メンテナンスウィンド

ウはなく、更新はシームレスに処理
される

左：Provisioned、右：Serverless

Provisioned
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クラスターの一時停止と再開でコスト削減

• Amazon Redshift を使用しない間（週末等）はクラスターを一時停止
（Pause）し、必要時にクラスターを再開（Resume）することでコスト発
生を抑制可能

• スケジュール実行で自動的に一時停止・再開させることも可能

Provisioned

34



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

使った分だけのお支払い
クラスタ管理が不要な Serverless はワークロード実行期間のコンピュートキャパシティ利用のみ課金（秒単位）

2.00:00 2:05:00 2:10:00 2:15:00

2:00:00
-2:03:00

2:00:30
-2:02:30

2:07:00
-2:08:10

Q1

Q2

Q3

Q4
2:12:00
-2:13:20

2:01:30
-2:03:00

Q5
アイドル期間は課金対象外

課金
(3分)

課金
(1分10秒)

課金
(1分2０秒)

課金対象期間 クエリ実行時間

@2:03 3 分 (for Q1, Q2, Q3)

@2:09 1 分 10 秒 (for Q4)

@2:14 1 分 20 秒 (for Q5)

課金対象合計 5 分 30 秒

• 同時実行スケーリングやデータレイクへ
のクエリも包含（別途追加料金なし）

• 60 秒の最低料金あり
https://aws.amazon.com/jp/redshift/pricing/

Serverless
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継続的な自動データバックアップ

リージョン 1

リージョン 2

Amazon S3

Compute node Compute node Compute node

Amazon S3

• Amazon S3 に継続的な増分バック
アップスナップショットを自動取得

• バックアップ＆リストア中も SQL を
実行可能

• リージョン間スナップショットコピー
も可能

• スナップショットは Serverless にも
リストア可能

• ストリーミングリストアにも対応

Provisioned
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継続的な自動データバックアップ

スナップショット

復旧ポイント

Serverless

• 復旧ポイントが 30 分ごとに自動作成
され、24 時間保持される

• 復旧ポイントからは、直接復旧するこ
とも、スナップショットを作成するこ
ともできる

• 手動でスナップショットも作成できる

• スナップショットは Provisioned にも
リストア可能

• 復旧は 2 段階で行われ、数分でクエリ
が使用できるようになる
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Availability Zone(AZ) 障害時はマネージドストレージを
使って自動復旧

AZ–1 AZ–2

Amazon Redshift マネージドストレージ

データロスなしにリカバリー (RPO = 0)

スナップショットからのリストアが不要に

オンデマンドフェールオーバー

クラスターは別の AZ にオンデマンドで作
成されるため、スタンバイレプリカクラス
ター不要

RA3 インスタンスでのサポート

クロス AZ クラスターリカバリー

Provisioned
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Multi-AZ デプロイメント
ビジネスクリティカルアプリケーション向けの高可用性と耐障害性

• 1 つのエンドポイントを持つ単一のデータウェアハ
ウスとしてアクセスでき、ワークロード処理を複数
の AZ に自動的に分散

• AZ 障害の場合

✓ 手動操作不要で自動フェイルオーバー

✓ データ損失なし

✓ 単一のエンドポイントのため、障害時も接続先切り替え不要

• サポートは RA3 クラスターのみ

• 対応リージョン

▪ US East (N. Virginia), US East (Ohio), US West (Oregon), 
Asia Pacific (Tokyo), Europe (Ireland) and Europe (Stockholm)

Amazon Redshift 
managed storage

AZ 1 AZ 2
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モニタリングと性能改善
実際にどのようにチューニングするのかの具体的な手法は、
パフォーマンスチューニング編を参照ください
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Amazon Redshiftの主なモニタリング項目

• クラスターのパフォーマンスメトリクス

• Amazon CloudWatchによる監視メトリクスを提供

• 管理コンソールからも確認可能

• クラスターのイベント

• クラスターで発生したエラーや、クラスターのメンテナンス予告、パッチ適用予告などが
イベントとして登録される

• Amazon SNS を利用して通知することも可能

• システムテーブルとビュー

• 個別クエリの実行統計や、テーブルの構成情報などのメタデータを確認可能
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アドバイザー機能

• Amazon Redshift がワークロードを自動分析し、パフォーマンス向上
やコスト削減につながる推奨事項を表示する機能

• アドバイスが出ていないかを監視し、出ていれば優先して実行を検討

推奨事項の例：
• COPY コマンド実行時の

ファイル圧縮・分割

• 未使用クラスターの停止や
ダウンサイジング

• 設定すべきソートキーや分
散キー（自動テーブル最適
化を使っていない場合には
こちらを参照すると便利）

Provisioned
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クエリーやデータベース、リソースのモニタリング

• マネジメントコンソールの活用

• マネジメントコンソール → Redshift → クラスター → [クラスター名]

• 以下の情報を得ることができる

クラスターのパフォーマンス
CPU、ディスクI/O、ネットワークI/Oなど

クエリの履歴
クエリやロードの実行時間やステータスなど

データベースパフォーマンス
スループット、 レイテンシーなど

ワークロードの同時実行
クエリの同時実行状況 (キュー待ちや実行時間)

Provisioned
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クエリーやデータベース、リソースのモニタリング

• マネジメントコンソールの活用

• マネジメントコンソール → Redshift（Redshift サーバーレス）

• 以下の情報を得ることができる

リソースのモニタリング
RPU(*)使用容量、コンピューティング使用状況

クエリの履歴
クエリやロードの実行時間やステータスなど

データベースパフォーマンス
スループット、 レイテンシーなど

Serverless

(*) Redshift Proceccing Unit

CPU使用率などクラスタの物理的なパフォー
マンスに関するメトリクスは存在しない
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システムテーブルとビューによる性能分析

• Provisioned

• 発生元や用途によって異なる4 種類のシステムテーブル/ビューを保持

• いずれも DB 領域外に保持されるためスナップショットには含まれない
(スナップショットからの復元では残存していない)

• Serverless

• SVV_* の中で主にテーブルのメタデータに関するもののみが参照可能

• クエリの実行統計やデータロード履歴などは、SYS_* ビュー で確認できる

STL STV SVL SVV

タイプ テーブル 仮想テーブル ビュー ビュー

生成方法
ディスク上のログから生
成（7日間保持）

オンメモリーデータから
生成

STLへの参照 STVへの参照

主たる用途 過去の実行記録の参照 現在進行中の処理の参照 STL/STVデータを組み合わせて別軸で分析
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システムテーブルとビューによる性能分析

• 実行されたクエリには一意のクエリ ID が割当られる

• システムテーブル・ビューから情報を取得する際は、多くの場合
クエリ ID をキーとする

• Tips

• （Provisioned）同一セッションで情報を取得する場合は以下が便利

1. クエリを実行

2. select pg_last_query_id() as q into temp table hoge;

3. select * from stl_explain where query=(select q from hoge);

4. select * from svl_query_summary where query=(select q from hoge);

5. :
46
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Admin Views / Scripts

• 管理、モニタリングに有益な View およびスクリプト群

• AWSにより開発・提供される

• 無料で利用可能
https://github.com/awslabs/amazon-redshift-utils

• クラスターの状態確認、トラブルシューティングに利用可能

• 例：ノードスライス間でのデータ分散状況の確認

47
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クエリが性能要件を満たせない場合は

クエリのチューニング

• クエリの実行計画・実行統計を見て非効率な動作を確認した場合

• テーブル設計の変更や SQL の修正など

→ 圧縮、ソートキー、分散スタイルといった Amazon Redshift 特有のテーブル物理設計の
最適化について、現在は大部分自動化されている

リソースの増強（サイズ変更）

• Provisioned：クラスタのスケールアウト（またはスケールアップ）

• Serverless：ベースキャパシティ（Base RPU capacity）を増やす

• 夜間バッチ処理など、性能が必要な時間帯が決まっている場合は、その時間だけリソース
を増やす
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マテリアライズドビューによるクエリ高速化

頻繁に実行するクエリパターンを高速化

• 結合、フィルタ、集計、射影

• ベーステーブルとは異なる分散キーや
ソートキーを指定できる

• 外部表の参照も可能

ETL/BI パイプラインの簡素化

• データは自動でリフレッシュされる

クエリリライト

• アプリケーションからはテーブルに対して
クエリするだけで必要に応じて実行計画を
Rewrite し、マテリアライズドビューを参照

Auto MV : 自動マテリアライズドビュー

• Amazon Redshift が継続的にワークロードをモニターし、
機械学習によりパフォーマンス面で最適な
マテリアライズドビューを自動的に生成・管理

item store custprice

i1 s1 c1 12.0

i2 s2 c1 3.0

i3 s2 c2 7.0

sales
store owner loc
s1 Joe SF
s2 Ann NY
s3 Lisa SF

store_info

loc total_sales

SF 12.00

NY 10.00

loc_sales

“地域ごとの
総売上は?”
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必要な性能に合わせてノード構成を変更する
Elastic Resize

Amazon
Redshift

JDBC/ODBC

広帯域ネットワーキング

Amazon Redshift マネージドストレージ

+ + +

広帯域ネットワーキング

ノード数やタイプの変更を数分で実行
スケジューリングによる実行も可能

Provisioned
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必要な性能に合わせてノード構成を変更する
Base RPUの変更

JDBC/ODBC

広帯域ネットワーキング

Amazon Redshift

マネージドストレージ

32-512の間で、8単位に変更できる
（変更中、数分間は利用できない）

Serverless

Amazon
Redshift
Serverless
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利用者の増加に対処する
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DWH ワークロードの特徴

• DWHには多様なユーザーが様々なツールを使って接続する可能性がある

• 評判のよい DWH は成長していく

データ
サイエンティスト Amazon 

Redshift

データアナリスト

エンジニア

営業

バッチ
アプリケーション

マーケティング
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DWH ワークロードの特徴

• BI ダッシュボードからはバックグラウンドで複数のクエリが流れる

• DWH は接続ユーザー数以上のリクエストを受ける可能性がある

Amazon 
Redshift
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重要なクエリを優先的に実行

Redshift
Cluster Leader Node

Compute 
Nodes

Workload 
Manager

…

Concurrency Query Slots = Auto

BI/Analytics
Priority: Normal

ETL
Priority: High

Data Science
Priority: Low

Auto WLMでは、ワークロード毎にキュー
を分け、相対的な優先度を設定することが
可能

Amazon Redshift が、優先度の高い
キューで実行された処理に自動的に多く
CPU, IOリソースを割り当てる

優先度はコマンドなどで動的に変更が可能

Provisioned

コンピューティングリソースが動的に自動管理される
ので設定不要

Serverless
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ショートクエリアクセラレーション (SQA)

実行時間の短いクエリは、通常のキューとは別の領域で処理

機械学習によってクエリの実行時間を予
測する

ショートクエリと判断されたクエリは専
用の高速キューにルーティングされる

リソースはショートクエリのために動的
に確保される

SQAの機能

機能はデフォルトで有効
(ユーザー側での設定は不要)

分析およびBI / ダッ
シュボードツール

コンピュー
トノード

コンピュー
トノード

コンピュー
トノード

Amazon 
Redshift

高速キュー

1

2

3
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ピークタイムのワークロード

• アクセスの集中する時間帯では、システム全体のパフォーマンス
低下を引き起こす可能性がある

• ピークタイムに合わせた DWH のリソースサイジングが必要にな
る

Amazon 
Redshift

Provisioned

コンピューティングリソースが動的に自動管理されるのでピークタイムのサイジングは不要
（ただし、コスト管理を目的に、日次/週次/月次で RPU 時間を制限することはできる）

Serverless
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ピーク時にコンピュートを自動拡張する
Concurrency Scaling

コンピューティングリソースが動的に自動管理されるので設定不要Serverless

Amazon

Redshift

広帯域ネットワーキング

Amazon Redshift
マネージドストレージ

メインクラスター

追加クラスター(1~10)
+

+
+

処理を自動で
振り分け

メインクラスターでクエリのキュー待ちが
発生すると、バックグラウンドで別の独立
したクラスターを順次追加して並列処理

Provisioned
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Concurrency Scaling を有効化するには

クラスターに設定されているパラメータグループの WLM のキュー定義を編集
し、「同時実行スケーリングモード」 設定値を「自動」に設定

Provisioned
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追加クラスターの最大数を指定

• パラメータ
”max_concurrency_scaling_clusters” 
にて、追加クラスターの最大数を
0-10 の範囲で指定 (デフォルト : 1)

Provisioned
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Concurrency Scaling の料金

• 各追加クラスターでクエリが実行された期間（秒）

• 1 日あたり 1 時間分の無料クレジットが付与（最大 30 時間）

• 日/週/月毎の単位で実行時間上限を設定してコストをコントロール可能

追加クラスター 1

追加クラスター 2

追加クラスターへの課金

クエリ 1

クエリ 2

クエリ 3

クエリ 4

クエリ5

クエリ 6

クエリ 7

Idle
時間

Idle 
時間

クエリ 8

クエリ 9

Idle
時間

時間

1クラスター分 課金なし課金なし2クラスター分 1 1クラスター分

※追加クラスターはクエリ終了後も
一定期間起動されるが、
クエリが実行されなければ無課金

* 課金体系は 2023年 3 月時点
東京リージョンのものです

Provisioned
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Serverless のコンピューティング料金（再掲）
クラスタ管理が不要な Serverless はワークロード実行期間のコンピュートキャパシティ利用のみ課金（秒単位）

2.00:00 2:05:00 2:10:00 2:15:00

2:00:00
-2:03:00

2:00:30
-2:02:30

2:07:00
-2:08:10

Q1

Q2

Q3

Q4
2:12:00
-2:13:20

2:01:30
-2:03:00

Q5
アイドル期間は課金対象外

課金
(3分)

課金
(1分10秒)

課金
(1分2０秒)

課金対象期間 クエリ実行時間

@2:03 3 分 (for Q1, Q2, Q3)

@2:09 1 分 10 秒 (for Q4)

@2:14 1 分 20 秒 (for Q5)

課金対象合計 5 分 30 秒

• 同時実行スケーリングやデータレイクへ
のクエリも包含（別途追加料金なし）

• 60 秒の最低料金あり
https://aws.amazon.com/jp/redshift/pricing/

Serverless
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データ連携はどのように
行うか

63
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データロードと変換の基本

ロード

• Amazon S3にファイルを置いて、SQL の COPY コマンドでロードする

• データが圧縮されている場合は、均等のサイズ（1 MB – 1 GB）に分割して並列にロードする

• Provisioned：ファイルの数がクラスターのスライスの数の倍数

• Serverless：数十から百程度（スライス数を確認できない）

• データが圧縮されていない場合は、 ファイルを分割する必要はない
（COPY コマンドが内部で分割してロードする）

変換（Transform）

• 外部ETLツール、AWS Glue、Hadoop 等で実行

• または、一旦 Amazon Redshiftにデータをロードし、SQLで変換

ra3.16xlarge は 16 スライス/ノード
3ノードの場合、48 (=3*16) の倍数で分割
→各スライス間でデータを均等に分割して並列にロード

COPY
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データロード＆変換の例

システムA
ステージング（昨日分）

Amazon Redshift

・

・

集約

CSV

CSV

ソース1

ソース2

ソースn

CSV

CSV

CSV

AWS 
Transfer 
Family

Amazon S3

今日の日付

CSV

CSV

・

・

・

システムA
明細履歴

システムB
ステージング（昨日分）CSV

CSV

・

・

・

・

・

・

システムB
明細履歴

・

・

・サマリー
ステージング（昨日分）

CSV

サマリー
履歴

BI

COPY 明細：SELECT INSERT
マスター：UPSERT

UPLOAD

Amazon 
EC2

CSV
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Amazon Redshift が提供する多様なデータ連携の選択肢

例）全体像や各選択肢の概要については、概要編を参照ください

• データレイクや外部データベースのライブデータをクエリする

• Amazon Redshift Spectrum（Amazon S3）

• Amazon Redshift Federated Query（Amazon RDS for PostgreSQL/MySQL、Amazon 
Aurora）

• ETL パイプラインなしにデータを取り込む

• Amazon Aurora との Zero-ETL 統合（Preview）

• Amazon S3 からの自動 COPY（Preview）

• 機械学習や分析アプリケーションから高速にアクセスする

• Apache Spark インテグレーション

• 他の Amazon Redshift クラスターにデータを共有する

• Amazon Redshift Data Sharing
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まとめ

• Amazon Redshift は、分析用クエリ実行に特化した RDBMS

• Amazon Redshiftの基本的な運用タスクは、大部分自動化されている

• ワークロードに応じて、処理能力を自動管理が可能（サーバーレス）

• 特定の用途に応じたクラスター管理も可能（プロビジョンド）

• 単体処理の性能が足りない → 必要な時間帯だけスケールアウト

• 一時的な利用ユーザーの増加 → クラスター追加を自動対応

• データ連携はデータロード、またはデータを動かさずに各サービスと連携
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本資料に関するお問い合わせ・ご感想

技術的な内容に関しましては、有料のAWSサポート窓口へ
お問い合わせください

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/

料金面でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓口へ
お問い合わせください（マネジメントコンソールへのログインが必要です）

https://console.aws.amazon.com/support/home#/case/create?issueType=customer-
service

具体的な案件に対する構成相談は、後述する個別相談会をご活用ください

ご感想はTwitterへ！ハッシュタグは以下をご利用ください
#awsblackbelt 
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その他コンテンツのご紹介

ウェビナーなど、AWSのイベントスケジュールをご参照いただけます

https://aws.amazon.com/jp/events/

ハンズオンコンテンツ

https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-hands-on/

AWS 個別相談会

AWSのソリューションアーキテクトと直接会話いただけます

https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-SP-Weekly-Sales-Consulting-Seminar-2021-reg-event.html
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Thank you!
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